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白板地区公民館
館報編集委員会

     （35）7740

　

４
月
13
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
町
会
連
合
会
の
総
会
を
皮
切

り
に
、
各
団
体
の
総
会
が
行
わ
れ
新
旧
役
員
の
交
代
も
終
了
し
白

板
地
区
の
地
域
づ
く
り
に
向
け
新
し
い
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

新体制始動◆
地
区
町
会
連
合
会

◆
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

◆
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会

◆
福
祉
ひ
ろ
ば
企
画
委
員

●
運
営
委
員
会

●
文
化
委
員
会

◆
地
区
子
ど
も
会
育
成
会

◆
地
区
体
育
協
会

◆
衛
生
協
議
会
町
会
担
当

◆
明
る
い
選
挙
推
進
代
議
員

◆
緑
化
推
進
員

◆
国
道
推
進
員

◆
防
災
部
町
会
担
当

◆
白
板
地
区
公
民
館

監　

事

会　

長

副
会
長

会　

計

林　
　

義
弘

中
村　

清
美

加
藤　

鉄
郎

北
原　

和
幸

皆
川　

智
子

下
澤　

  

剛

北
野　

町
子

須
沢　

恭
子

藤
澤　

文
雄

和
田　
　

稔 

岸　

冨
士
一 

鶴
木　
　

忍

林

正

武
居　

良
和

宮
渕
東

宮
渕
日
向

宮
渕
新
橋

宮
渕
本
村

放
光
寺

蟻
ケ
崎
西

宮
崎
町

駒　

町

巴　

町

城
西
町

折
井
町

白
板
宮
本

白
板
中

白
板
南

令
和
元
年
度
　

白
板
地
区  

町
内
公
民
館
長
名
簿

５
月
17
日
（
金
）
午
後
６
時
半
よ
り
白
板

地
区
公
民
館
会
議
室
で
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

●
館
報
編
集
委
員
会

●
館
報
全
市
版
委
員

●
図
書
視
覚
委
員
会

●
体
育
委
員
会

連
合
会
長

連
合
副
会
長

連
合
副
会
長

元
連
合
町
会
長

元
白
板
体
協
会
長

元
育
成
会
会
長

前
館
報
編
集
委
員
長

元
町
内
公
民
館
長
会
会
長

日
赤
奉
仕
団
団
長

白
板
探
検
隊

宮
渕
本
村

白
板
探
検
隊

蟻
ケ
崎
西

宮
渕
東

駒　
　

町

宮
渕
東

蟻
ケ
崎
西

白
板
中

宮
渕
本
村

白
板
南

宮
渕
東

蟻
ケ
崎
西

白
板
宮
本

城
西
町

白
板
宮
本

宮
渕
本
村

白
板
宮
本

白
板
宮
本

宮
崎
町

駒　
　

町

宮
渕
本
村

城
西
町

蟻
ケ
崎
西　
　

宮
渕
東

会

長

副

会

長

副

会

長

会

計

監

事

監

事

１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

２
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

３
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

４
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

担

当

支

会

長

副
支
会
長

理

事

会

計

監

事

会

長

副

会

長

監

事

地
区
ま
と
め

担

当

１
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

古
市
昭
太
郎

永
森 　

 

満

高
橋
三
千
雄

北
澤　

富
夫

大
堀 　

 

茂

三
澤　

和
人

青
木　

茂
雄

忠
地　

基
晴

古
市
昭
太
郎

青
柳　

日
吉

　

◎
古
市
昭
太
郎

　
　

永
森　
　

満

　
　

高
橋
三
千
雄

　
　

後
藤　

隆
一

　
　

中
村　

宗
晴 

　
　

青
柳　

美
一

　
　

山
本　

英
男     

　
　

筒
井　

秀
子 

　
　

井
垣　

陽
子

　　

◎
藤
森　

昭
三

　
　

胡
桃
澤
邦
彦

　
　

登
内　

明
人

　
　

古
市
昭
太
郎

　
　

井
垣　

陽
子

　
　

須
沢　

恭
子

　
　

大
月　

眞
弓

　
　

金
子　

久
子

　
　

永
森　
　

満

　

◎
小
林
佳
世
子

　
　

平
岡　
　

武

　
　

後
藤　

京
子

　
　

古
市
昭
太
郎

　
　

鶴
木　
　

忍

　
　

和
田　
　

稔

　
　
丸
ノ
内
中
学
生
徒

　
　

和
田　
　

稔

　

 　
　
　
　

町
内
公
民
館
長
会
副
会
長

　

◎
青
木　

洋
子

　
　

西
村　

和
子

　

◎
青
木　

茂
雄

　
　

鶴
木　

規
泰 

　
　

松
岡　

秀
典 

　
　

須
澤　
　

昇

　
　

赤
穂　

弘
樹 

　
　

和
田　

鈴
子 

　
　

田
原　

真
紀

   　

大
石　

淑
子

　
　

◎
は
、
委
員
長 

古
市
昭
太
郎

中
沢　
　

茂

須
沢　
　

正

青
柳　

日
吉

忠
地　

基
晴

高
橋
三
千
雄

二
村　
　

清

三
澤　

和
人 

北
澤　

富
夫

二
村　
　

清

須
沢　
　

正

青
木　

茂
雄

折
井
町

駒　

町

宮
崎
町

宮
渕
日
向

宮
渕
東

城
西
町

放
光
寺

白
板
南

城
西
町

駒

町

白
板
宮
本

蟻
ケ
崎
西

白
板
中

宮
渕
東

白
板
南

巴　

町

放
光
寺

白
板
宮
本

宮
渕
日
向

蟻
ケ
崎
西

宮
崎
町

蟻
ケ
崎
西

２
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

３
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

４
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

会

長

副

会

長

監

事

会

長

担

当

担

当

担

当

委

員

委

員

忠
地　

基
晴

古
市
昭
太
郎

青
柳　

日
吉

青
木　

茂
雄

永
森　
　

満

大
堀　
　

茂

矢
沢　

長
利

古
市
昭
太
郎

青
栁　

嘉
朗

中
沢　

   

茂

矢
沢　

長
利

青
栁　

嘉
朗

宮
渕
日
向

蟻
ケ
崎
西

宮
崎
町

白
板
宮
本

白
板
中

巴　

町

宮
渕
新
橋

蟻
ケ
崎
西

宮
渕
本
村

折
井
町

宮
渕
新
橋

宮
渕
本
村

　

４
月
27
日
（
土
） 

16
時
よ
り
白

板
地
区
公
民
館
会
議
室
に
お
い
て

公
民
館
５
部
門
委
員
の
委
嘱
状
交

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
後
は
、運
営・文
化・図
書・

体
育
・
館
報
編
集
の
各
委
員
会
が

も
た
れ
一
年
間
の
取
り
組
み
な
ど

熱
心
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
新
年

度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
会
で
は
、
５
月
30
日

号
の
紙
面
割
や
記
事
の
検
討
と
年

間
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

４月１３日 ( 土 ) 13:30 ～

白板地区　町会連合会

４月１３日 ( 土 ) 15:30 ～

白板地区　社会福祉協議会

４月 25 日 ( 木 ) 19:30 ～

白板地区　こども会育成会

▲４月 27 日 ( 土 ) 18:00 ～

白板地区　体育協会

▲４月 27 日 ( 土 ) 10:00 ～

丸ノ内スポーツクラブ

令
和
元
年
度　

白
板
地
区　

町
会
長
役
割
分
担
名
簿

公
民
館
五
部
門
委
員
名
簿

委
嘱
状
交
付
式
・
五
部
門

委
員
会
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自
治
の
鐘

自
治
の
鐘
丸
ノ
内
中
学
校

❾

　

桜
の
開
花
と
共
に
、
丸
ノ
内
中

学
校
の
新
し
い
一
年
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
一
、二
年
生
は
進
級

し
、
先
輩
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
四
日
に
は
、
入
学
式
が
あ

り
、
た
く
さ
ん
の
元
気
な
新
一
年

生
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
年
生
の
姿
を
見
て
、
先
輩
と
し

て
の
自
覚
が
高
ま
り
ま
し
た
。
学

校
の
こ
と
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
一
年
生
は
、
先
輩
の

姿
や
行
動
を
見
て
学
び
ま
す
。
そ

の
た
め
、
二・
三
年
生
は
丸
ノ
内

中
学
校
の
三
本
柱
で
あ
る「
挨
拶
」

「
清
掃
」「
合
唱
」
を
し
っ
か
り
と

意
識
し
、
お
手
本
と
な
る
よ
う
に

行
動
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

三
年
生
は
、最
高
学
年
と
な
り
、

学
校
の
顔
と
な
り
ま
し
た
。
も
う

頼
れ
る
先
輩
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
自
分
達
で
引
っ

張
っ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

普
段
の
学
校
生
活
だ
け
で
な
く
、

生
徒
会
や
部
活
動
で
も
後
輩
が
目

指
し
た
く
な
る
姿
が
見
せ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
何

事
に
も
全
力
で
取
り
組
み
、
先
輩

と
し
て
し
っ
か
り
責
任
が
果
た
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
生
徒
会
大

　

信
州
小
谷
村
の
山
菜
こ
ご
み
狩
り
と
そ
ば

打
ち
体
験
に
4
月
28
日
（
日
）
参
加
者
16
名

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

急
な
斜
面
を
登
り
な
が
ら
案
内
人
の
説
明

で
、
採
り
始
め
ま
し
た
が
、
小
さ
な
物
し
か

な
か
っ
た
の
で
更
に
上
に
。
そ
こ
で
は
良
い

物
は
前
日
の
霜
に
や
ら
れ
て
、
袋
半
分
の
収

穫
に
終
り
残
念
で
し
た
。
ヨ
モ
ギ
や
蕗
採
り

へ
変
更
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　

お
昼
は
4
班
に
分
か
れ
、
小
谷
産
の
蕎
麦

粉
を
使
っ
て
女
性
講
師
の
指
導
で
そ
ば
打
ち

体
験
を
し
、
地
元
の
方
が
用
意
し
た
山
菜
天

婦
羅
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
残
り
は
他
班
の
蕎
麦
を
食
べ
比
べ
て
み

た
か
っ
た
こ
と
で
す
。

目
標
は
「
歩
（
あ
ゆ
み
）」
で
す
。

今
ま
で
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
と
共

に
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
丸
中
を
創

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
目
標

に
向
け
て
、
各
委
員
会
の
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

各
委
員
会
で
は
新
し
い
活
動
を
取

り
入
れ
た
り
、
今
ま
で
の
活
動
に

よ
り
い
っ
そ
う
磨
き
を
か
け
た
り

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、大
目
標
「
歩
」
の
も
と
、

ク
ラ
ス
や
学
年
だ
け
で
な
く
、
学

校
全
体
が
つ
な
が
っ
て
い
け
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
で
協
力
す
る

こ
と
で
で
き
る
こ
と
な
の
で
、
全

校
で
一
歩
一
歩
確
実
に
歩
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が

自
覚
を
持
ち
、
学
校
全
体
で
つ
な

が
っ
て
、
丸
中
生
ら
し
く
一
年
間

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

生徒総会の様子

1年生集団下校時の付き添い
4月8日11時頃

 
新
た
な
一
年
の
扉

　

 
～
入
学
式
・
進
級
～

新年度 講座始まりました !
【いけ花】

【岳都】

【健康吹き矢】

４月12日、10名が継続
で開講しました。カラー
とモンステラ等を活けま
した。

４月16日、３名が新加入し22名で開講
しました。上高地テンナンショウについて
学習し、５月の現地学習会を楽しみにして
いました。

４月26日、４名が新加
入し13名で開講しまし
た。呼吸を意識しながら、
的をめがけて吹いていま
した。

いけ花は「カラー」を、岳都は「上高地テンナンショウ」を、どちらも「サト
イモ科」の仲間です。花びらに見えるのが、仏炎苞(ぶつえんほう)と言います。
花は仏炎苞の中で咲いています。

　

４
月
５
・８・９
・
10
日
の
４
日

間
、
新
一
年
生
は
午
前
中
で
授
業

が
終
わ
り
ま
す
。
下
校
時
に
は
地

域
の
方
達
の
付
き
添
い
と
見
守
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
が
家

の
近
く
で
出
迎
え
た
り
、
交
差
点

等
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
無
事

に
送
り
届
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
新
一
年
生
を
あ
た
た
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
民
館
長

館
長
補
佐

主 

事

事
務
職

事
務
職

内
藤　

哲
夫

百
瀬　

靖
恵

岩
垂　

宏
直

小
割　

明
美

渡
辺　

明
子

以
上
の
体
制
で
公
民
館
業
務

を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

山
菜
狩
り
と
そ
ば
打
ち
体
験
in
小
谷

山
菜
狩
り
と
そ
ば
打
ち
体
験
in
小
谷

田
川
小
１
年
生
下
校
時
付
添
い

▪
白
板
地
区
公
民
館
職
員


